







　筆者は2013年から2016年までBrasilに滞在し、Rio de JaneiroのBrasil音楽団体 Monoblocoに打
楽器奏者として在籍していた。Monoblocoは楽器未経験者に対して音譜を使わない手法を用い
て指導を行い10 ヶ月という期間でCarnaval de Ruaと呼ばれるパレードを成功させ30万人を動員
し熱狂させた。その手法は非常に有効だと筆者は感じた。その経験を基に報告する。
Monoblocoとは























Surdoは、さらにSurdo de 1a（スルド ヂ プリメイラ）、Surdo de 2a（スルド ヂ セグンダ）、









Surdo de 1a（スルド ヂ プリメイラ）
Surdo de 2a（スルド ヂ セグンダ）









































































 1  SambaやChoroなどに使われるブラジルの弦楽器。Cavacoと表記される。カヴァキーニョ
（Cavaquinho)という通称名で呼ばれる事が多い。
 2  Brasilに於けるパレードの意。音響車を用意し弦楽器や歌はトラックの上で演奏し、打楽器
隊、指揮者はトラックの前で演奏する。
 3  観客に見せる趣旨の公開練習。チケット代が設定されていて、日本で言うところのライブ
に近いものとなっている。
 4  https://www.facebook.com/pg/monoblocooficial/about/?ref=page_internal（2017年10月31
日閲覧）
 5  直訳するとサンバの学校となるが、Brasilでの意味はSambaチームである。
 6 Brasilの義務教育には音楽の授業が無い為に、楽器未経験者が多く存在する。
 7 授業
































21  Escola de Sambaでも用いられる手段。
（かとう　いさお　本講座受講生）
